


 当第1四半期 当期利益：782億円（前年同期⽐：＋556億円）
 通期予想2,300億円に対する進捗率は34%

 基礎収益：774億円（前年同期⽐：＋363億円）
資源ビジネス：増益
・価格上昇の影響などにより、
ボリビア銀・亜鉛・鉛事業、豪州⽯炭事業等 堅調

鋼管事業：収益改善
・リグカウントが緩やかに増加
・当第1四半期に出荷が集中

その他⾮資源ビジネス：増益
・不動産事業やリース事業などのコアビジネスが堅調に推移
・⼤型EPC案件の建設進捗による利益貢献あり

 ⼀過性損益：約60億円（前年同期⽐：約＋200億円）
 前期：ボリビア銀・亜鉛・鉛事業で源泉税に係る税引当あり



【セグメント別 当期利益】

 当第1四半期 実績
 コアビジネスが堅調に推移
 いずれのセグメントでも前年同期⽐で増益、

通期予想に対する進捗率も25％を上回る

 今後の⾒通し
 資源価格動向を含め事業環境については注視する必要がある
ものの、総じて堅調に推移



【キャッシュ・フロー実績】
 当第1四半期 フリーキャッシュ・フロー：458億円のキャッシュ・アウト
＜キャッシュ・イン＞
基礎収益キャッシュ・フロー：1,059億円

・J:COMなどの主要な持分法投資先からの配当
・コアビジネスの着実なキャッシュ創出

 資産⼊替：約500億円
・⽶国オフィスビルの⼀部売却 等

＜キャッシュ・アウト＞
 その他の資⾦移動：約1,600億円

・貴⾦属取引における在庫商品の積み増しなど⼀時的な要因
・ビジネス伸⻑に伴う運転資⾦の増加 等

 投融資実⾏：約700億円
・ブラジル⽔事業への参画、住友精密⼯業の株式取得 等

【財政状態】
 総資産：7兆6,868億円 前期末⽐ 横ばい
 株主資本：2兆4,189億円

主に当期利益の積み上げにより、前期末⽐＋524億円








